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菊陽町男女共同参画
社会推進懇話会委員

桑住　幸代さん

　

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
か
ら
約
１
年

半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
昨

年
か
ら
懇
話
会
委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
話
し

を
聞
き
思
っ
た
事
は
、
男
女
共
同
参
画
と

は
、
男
女
が
お
互
い
を
認
め
、
助
け
合
い

な
が
ら
、
支
え
合
い
な
が
ら
生
活
す
る
事

だ
な
あ
と
言
う
事
で
す
。
男
女
は
全
く
同

じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
体
の
つ
く
り

か
ら
違
い
ま
す
。
力
の
差
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
物
の
考
え
方
、
捉
え
方
に
も
多
少

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
違
い
を
お
互

い
が
認
め
て
、
助
け
合
う
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

家
族
が
い
て
、
仲
間
が
い
て
、
み
ん
な
で

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
を
頭
の
中

に
い
つ
も
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に
思
う

事
は
感
謝
す
る
と
い
う
事
で
す
。「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
添
え
る
事
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
心
の
ど
こ
か
に
男
女
の
役
割

を
固
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
悩
む
事
も
た
び
た
び
で
す
。
し
か

し
少
し
ず
つ
で
す
が
、
変
わ
っ
て
い
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

男
女
ば
か
り
の
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
て
の
人
、
全
て
の
事
に
対
し
て
共
同
参

画
が
必
要
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と
い
い
な
が
ら
も
、
ま

だ
ま
だ
世
の
中
自
分
の
事
だ
け
を
考
え
て

い
る
人
た
ち
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
ら
れ
る
優
し
い
人
に
み
ん
な
が
な

れ
た
な
ら
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
い
う

人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

支
え
合
い　

と
も
に
歩
む　

幸
せ
の
み
ち

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

男女

共同

外国人

年金出張相談所を開設します

７
月
８
日
か
ら
外
国
人
住
民
に
も
「
住
基
ネ
ッ
ト
」

「
住
基
カ
ー
ド
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

問 

町
民
課　

町
民
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

住
基
ネ
ッ
ト
と
は

　

住
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
各
市
町

村
の
住
民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
た
全
国
共
通
の
本
人
確
認
シ
ス
テ
ム
で

す
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
始
ま
る
と

❶
住
民
票
コ
ー
ド
が
付
番
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
で
全

国
共
通
の
本
人
確
認
を
行
う
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
、
無
作
為
の
11
桁
の
番
号
で
す
。

　

対
象
者
に
７
月
８
日
以
降
「
住
民
票

コ
ー
ド
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、

町
民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い（
武

蔵
ヶ
丘
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
）。

■
必
要
書
類

•
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

•
写
真（「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
を
希

望
す
る
人
の
み
）

•
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

•
手
数
料　

５
０
０
円

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
外
国
人
住
民
に
係
る

住
民
基
本
台
帳
制
度
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　住基カードはセキュリティに優れた
ICカードで、特に「写真付き住基カー
ド」は、本人確認の必要な窓口で公的
な身分証明書としても利用できます。
また、電子証明書による本人確認を必
要とする行政手続きのインターネット
申請などができます。

住基カードでできること

　年金相談は、個人のプライバシーに関わ
ることです。年金事務所では、本人確認を
行った上で相談を受け付けています。相談
会場の待ち時間が長時間に及ぶことが予想
されますので必ず予約をしてください。

■日時
　７月17日（水）　午前10時～午後３時
　８月21日（水）　午前10時～午後３時
　９月18日（水）　午前10時～午後３時

■場所
　大津町役場
※その他、熊本市や菊池市など開設所があ
りますので問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ
　大津町役場　住民課　☎（293）3112
　菊陽町役場　町民課　☎（232）4914

放課後児童クラブ検討委員を募集します
　放課後児童クラブのより良い運営を目指して、実態の把握や課題
の分析、改善策の検討を行うため、菊陽町放課後児童クラブ運営検
討委員会を設置します。この検討に当たり、広く町民の皆さんの意
見を反映させ、町民と行政の協働による行政運営を行うために、次
のとおり町民（公募委員）を募集します。

■職務内容　現在の放課後児童クラブの運営について課題を分析し、
　改善策について意見を述べる。
■応募資格
•放課後児童クラブの運営や活動に関心がある人
•平成25年４月１日現在、満20歳以上で町内に住所がある人
•本町の他の付属機関などの公募委員に選任されていない人
•８月から９月までの平日の昼間に開催する３回程度の会議に出席
できる人
■募集人数　３人程度
■任期　　　平成25年８月～９月
■応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、「応募の理由」
と「放課後児童クラブの運営」に関する小論文（800字程度）を
添えて、郵送・電子メール・ファックスまたは持参のいずれかの
方法でご応募ください（応募用紙は福祉課と武蔵ヶ丘支所にあり
ます。町ホームページからダウンロードすることもできます）。
■広募期限　７月31日（水）午後５時必着
■選考　　　小論文や年齢、性別などを考慮して決定します。
■申し込み・問い合わせ　福祉課　子育て支援係　☎（232）4913
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は割りかて参まてす
。

ちなうけ

～明るく住みよい社会をめざす～ 青少年のつどい
子どもたちの合唱やメッセージ発表、記念講演を行います。入場無料です。
多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

■日時　７月13日（土）　午前９時30分～午後０時40分
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容
午前 9時30分　開会

オープニングセレモニー
～菊陽中部小学校合唱部の皆さんによる合唱～

午前10時　　　社会を明るくする運動啓発ビデオ上映
午前10時30分　メッセージ発表

～小学生６人、中学生４人が思いを語ってくれます～
午前11時20分　記念講演 

演題：～ゼロ歳からの免疫力～
　　  「子どもを強くする生活習慣」
講師：東京医科歯科大学名誉教授
　　　藤田　紘一郎さん

午後０時35分　法務大臣メッセージ朗読・閉会
※「社会を明るくする運動推進大会」「まちづくり大学」「青少
年のつどい」の合同開催です。

■主催　菊陽町青少年のつどい実施委員会
■問い合わせ　総務課　　　☎（232）2111
　　　　　　　中央公民館　☎（232）2116

■講師紹介
　東京医科歯科大学名誉教授
　藤田　紘一郎さん
●主な経歴・職歴
　1939年中国東北部（旧満州）生まれ、
東京医科歯科大学医学部卒業。東京
大学（医科学研究所）大学院修了後、

テキサス大学、金沢医科大学、長崎大学医学部、東京医科
歯科大学大学院教授を経て、05年に東京医科歯科大学名
誉教授となり、現在に至る。
　専門は寄生虫学、熱帯病学、感染免疫学。
●主な活動　
•寄生虫とアレルギーとの関連を疫学および免疫学的に研究
•医師会などの講演会の他、幼稚園や学校の先生向けの講演
•自然の生態系から見た現代の人間社会のゆがみを鋭く捉え、
ユーモアのある著書を出版

•テレビ「世界一受けたい授業」「ＮＨＫ深夜便」などに出演

生年月日
氏名/通称
住　　所

連絡先

写
真
付
き

写
真
な
し 氏名/通称

※電子証明書は別途申請が必要です。
　（手数料５００円）


